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松本広域連合ニュース　NO.30／平成25年11月

● 平成２５年度松本広域連合議会　第１回臨時会
● 介護認定審査及び障害程度区分認定審査判定状況
● 人事行政の運営等の状況の公表
● 市村情報
● 松本地域ふるさと基金事業
● ふるさとの魅力再発見　Vol.16
● 信州まつもと空港地元利用促進協議会
● 松本広域消防局からのお知らせ

〒390-1401  松本市波田4417番地1　松本市役所波田支所4階
TEL.0263-87-5460（総務課）0263-87-5461（福祉・地域課）

FAX.0263-87-5462
E-mail info@m-kouiki.or.jp

URL http://www.m-kouiki.or.jp

松本広域連合関係市村／松本市・塩尻市・安曇野市・麻績村・生坂村・山形村・朝日村・筑北村

173,801
433,381

212,208 221,173

世帯数（世帯） 人口総数（人）

男（人） 女（人）

松本広域連合管内 平成25.10.1現在
国宝松本城の紅葉
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７
月
１
日
、
平
成
25
年
松
本
広
域
連
合

議
会
第
１
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
新
た
に
議
長
、
副

議
長
、
常
任
委
員
及
び
議
会
運
営
委
員
が

選
任
さ
れ
、
新
体
制
で
の
議
会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

  

◆
議　

長　
　
　

太
田　

更
三

  

◆
副
議
長　
　
　

五
味　

東
条

  

◆
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
構
成

（
◎
印
は
委
員
長　

○
は
副
委
員
長
）

　

総
務
民
生
委
員
会　

12
人

◎
中
村　
　

努　

○
前
山　

健
治

　

柿
澤　
　

潔　
　

小
林　

弘
明

　

上
條　

俊
道　
　

太
田　

典
男

　

松
澤　

好
哲　
　

五
味　

東
条

　

吉
田　

滿
男　
　

赤
羽　

正
弘

　

宮
下　

光
晴　
　

内
川　

集
雄

　

消
防
委
員
会　

12
人

◎
中
田　

善
雄　

○
平
林　

德
子

　

髙
山　

一
榮　
　

中
澤　

幸
弘

　

上
條　

光
明　
　

上
條　

俊
策

　

阿
部　

功
祐　
　

永
田　

公
由

　

白
川　

延
子　
　

太
田　

更
三

　

中
原　

輝
明　
　

村
瀬　

元
良

　

議
会
運
営
委
員
会　

５
人

◎
白
川　

延
子　

○
永
田　

公
由

　

小
林　

弘
明　
　

平
林　

德
子

　

上
條　

俊
策

　

平
成
25
年
松
本
広
域
連
合
議
会
第
１
回

臨
時
会
に
は
議
案
10
件
が
提
出
さ
れ
、
慎

重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
可
決
又
は
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
は
、
議
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
髙
山
一
榮

議
員
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

  

◆
提
出
案
件（
10
件
）

・
松
本
広
域
連
合
情
報
公
開
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・
松
本
広
域
連
合
消
防
本
部
及
び
消
防
署

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
平
成
25
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
高
機
能
消
防

指
令
シ
ス
テ
ム
）

・
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
災
害
対
応
特

殊
屈
折
は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
）

・
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
災
害
対
応
特

殊
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
）

・
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
）

・
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
高
規
格
救
急

自
動
車
）

・
自
動
車
事
故
に
関
す
る
損
害
賠
償
の
額

の
決
定
及
び
和
解
に
つ
い
て

・
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

平
成
２5
年
松
本
広
域
連
合
議
会
第
１
回
臨
時
会
を
開
催

　

要
介
護
認
定
の
審
査
判
定
件
数
は
、前
年
度

に
比
べ
４
８
１
件
減
の
１
万
９
千
５
４
２
件
、生

活
保
護
法
に
基
づ
く
介
護
扶
助
実
施
に
係
る
委

託
審
査
は
58
件
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
齢
化
率
の
上
昇
と
制
度
の
浸
透
に
よ
り
、

新
規
申
請
等
は
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、昨
年

度
か
ら
の
有
効
期
間
の
拡
大
に
よ
り
、全
体
の
介

護
認
定
審
査
件
数
は
、ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し

て
い
ま
す
。

　

広
域
連
合
で
は
、適
正
な
要
介
護
認
定
事
務

の
実
施
に
向
け
、関
係
市
村
担
当
課
長
及
び
担

当
者
会
議
、要
介
護
認
定
調
査
員
研
修
会
、介
護

認
定
調
査
員
連
絡
会
を
開
催
し
、関
係
市
村
と

連
携
を
密
に
し
て
、今
後
も
公
平
・
公
正
か
つ
適

正
な
審
査
会
の
運
営
と
と
も
に
、円
滑
な
事
務

処
理
に
努
め
ま
す
。

松
本
広
域
連
合
で
は
、関
係
市
村
か
ら
の
依
頼
を

受
け
、介
護
認
定
審
査
及
び
障
害
程
度
区
分
認
定

審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
そ
れ
ぞ
れ
の
審
査
判
定
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

介
護
認
定
審
査
及
び

障
害
程
度
区
分
認
定
審
査

�

判
定
状
況

●介護認定審査●

●障害程度区分認定審査●

※上記の表は、通常審査の件数と構成比を示したものです。

審査会開催回数　50回

審査会開催回数　480回

　

障
害
程
度
区
分
認
定
の
審
査
判
定
件
数
は
、

前
年
度
に
比
べ
４
９
３
件
増
の
１
０
０
２
件
、訓

練
等
給
付
個
別
審
査
は
15
件
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、制
度
開
始
以
来
２
回
目
の
更
新

申
請
の
年
で
あ
っ
た
た
め
、審
査
件
数
は
大
幅
な

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
か
ら
は
、障
害
の
度
合
い
を
示
す「
障

害
程
度
区
分
」が
、障
害
の
特
性
や
状
態
等
に
応

じ
て
必
要
な
支
援
の
度
合
い
を
示
す「
障
害
支

援
区
分
」に
改
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、国
で
は
、

知
的
障
害
者
・
精
神
障
害
者
の
特
性
に
応
じ
た

障
害
支
援
区
分
と
す
る
た
め
、調
査
方
法
や
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
判
定
式
に
係
る
抜
本
的
な
見
直
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
情
報
収
集
に
努

め
、関
係
市
村
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

要支援1
2,430件
（12.4%)

要支援2
3,444件
（17.6%)

要介護2
3,249件
（16.6%)

要介護1
3,033件
（15.5%)

要介護3
2,532件
（13.0%)

要介護4
2,284件
（11.7%)

要介護5
2,521件
（12.9%)

非該当
49件

（0.3%)

平成24年度
審査件数
計19,542件

区分3
130件

（13.0%)

区分2
246件

（24.5%)

区分4
119件

（11.9%)

区分5
154件

（15.4%)

区分6
229件

（22.8%)

非該当
1件

（0.1%)

平成24年度
審査件数
計1,002件

区分1
123件

（12.3%)

区　分
非該当（自立）

要支援１
要支援２
要介護１
要介護２
要介護３
要介護４
要介護５
合　計

審査件数
49

2,430
3,444
3,033
3,249
2,532
2,284
2,521

19,542

区　分
非該当（自立）

区分１
区分２
区分３
区分４
区分５
区分６
合　計

審査件数
1

123
246
130
119
154
229

1,002
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○職員の初任給の状況（平成24年4月1日 現在）
区　分

172,200円
140,100円

175,600円
142,300円

163,987円（172,200円）
133,418円（140,100円）

上　級
初　級

松本広域連合 長　野　県 国

※区分は採用区分で、国及び県では、上級区分を大卒、初級区分は高卒です。
※国欄における括弧書きは、給与改定特例法による措置がないとした場合の値（減額前）です。

○職員手当の状況
　期末手当・勤勉手当（平成24年度）

区　分
支　給　割　合

期末手当 勤勉手当
1.225月分
1.375月分

2.60月分

0.675月分
0.675月分

1.35月分

6月期
12月期

計
※職務の級による加算措置があります。

　退職手当の支給割合（平成24年度）

区　分
支　給　率

自己都合 勧奨・定年
23.50月分
33.50月分
41.50月分
59.28月分

30.55月分
41.34月分
50.70月分
59.28月分

勤続20年
勤続25年
勤続30年
最高限度額

　特殊勤務手当の状況（平成24年度）
区　分 内　容　等

96.5%（389人）
167,700円
３種類
出動手当・夜間消防手当・特定行為手当

職員全体に占める手当支給職員の割合
支給職員１人当たり平均支給年額
特殊勤務手当の種類
特殊勤務手当の名称

　時間外勤務手当（平成24年度）
区　分 支　給　額

8,072万1千円
200,300円

支給総額
支給職員1人当たり平均支給年額

人事行政の運営等の状況の公表
　人事行政の公平性・透明性の確保を目的とした「松本広域連合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、
職員数・給与・福利厚生・研修などの状況について公表します。

○職員数 ○採用及び退職の状況
1　職員数及び任免の状況

部門
職員数

平成24年 平成25年
一般行政
消　　防
合　　計

11人
392人
403人

0人
0人
0人

対前年
増減数

平成25年度採用者数
平成24年度退職者数

増　　　減

13人
13人

0人

○人件費の状況（一般会計決算）
2　職員の給与の状況

歳 出 額 （Ａ）区　分
42億7,335万円平成24年度

人 件 費 （Ｂ）
33億8,519万円 79.2%

人件費率（Ｂ/Ａ）

※職員数は非常勤職員を除きます。

※人件費には、特別職に支給される報酬等を含みます。

○職員給与費の状況（一般会計決算）

給　料 職 員 手 当
区　分 職員数

（Ａ）
14億5,854万円

25億2,455万円
平成24年度

給与費 計（Ｂ）
403人

給　　与　　費
（内 期末・勤勉手当）

10億6,601万円 （5億5,150万円）
626万4千円

１人あたり給与費
（Ｂ/Ａ）

※給与費には共済費、退職手当を含みません。

○職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成24年4月1日 現在）
区　分

302,345円
345,814円

377,159円
404,792円

39.4歳
45.4歳

松本広域連合
長　 野　 県

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

※給与月額は、給料月額に扶養手当、住居手当、時間外勤務手当等の諸手当を加えた額です。

11人
392人
403人
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○職員共済会の設置及び活動状況
　地方公務員法第42条に基づく職員の保健、元気回復
その他厚生に関する事項を実施するため、松本広域連
合職員共済会を設置し、保健保養、教養、体育振興な
どの事業を行っています。
　職員共済会は、職員からの月会費（給料月額の
3.0/1000）と広域連合補助金（給料の2.5/1000）によ
り運営されています。

※共同研修の延べ受講者数には、関係市村からの受講者は
含まれません。

○職員の勤務評定の状況　　年1回

○その他の手当の状況（平成24年4月1日 現在）
区　分

○勤務時間
3　職員の勤務時間その他の勤務状況

勤務時間
日　勤
当　番

午前8時30分から午後5時15分まで
午前8時30分から翌日の午前8時30分まで 

○分限処分　４件
○懲戒処分　なし

4　職員の分限処分及び懲戒処分の状況（平成24年度）

区　　分 延べ受講者数研修内容
政策研修 等
教養実務研修
消防実務研修

松本広域消防局に配備された、支援車Ⅰ型　

45人
404人

36人

共同研修

一般研修

○職員の研修の状況
5　職員の研修及び勤務成績の評定の状況（平成24年度）

健康診断 特定業務従事者検診 人間ドック
325人 20人381人

6　職員の福祉及び利益の保護の状況（平成24年度）

※特定業務従事者健診（6ヵ月ごと1回）
　深夜業などの特定業務に従事する職員を対象
○公務災害の認定 ３件
○勤務条件に関する措置の要求の状況 なし
○不利益処分に関する不服申し立ての状況 なし

平成24年度情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況
　松本広域連合では、開かれた行政を目指して、情報公開の推進と住民の皆さんの個人情報の適正な取扱いに努めています。

１　情報公開の実施状況 （件）

実施機関 不服申立
非公開 取下げ 不存在部分公開公開

処理内訳
請求

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

1
0
0
0
0
1

0
0
0
0
0
0

1
0
0
0
0
1

広域連合長
議会
選挙管理委員会
監査委員
公平委員会

合　　計

実施機関 不服申立
非開示 取下げ 不存在部分開示開示

処理内訳
請求

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

1
0
0
0
0
1

6
0
0
0
0
6

7
0
0
0
0
7

広域連合長
議会
選挙管理委員会
監査委員
公平委員会

合　　計

2　個人情報保護の実施状況 （件）

お問い合わせ先　松本広域連合事務局総務課　TEL87-5460

○年次休暇の取得状況
　平成24年中  平均10.77日

※この他、管理職手当、寒冷地手当等の手当が支給されます。

○健康診断などの実施状況

内　　容　　等
他に生計の手段がなく、主に職員の扶養を受けて生活している親族のある職員に支給されます。
地域の民間賃金水準を給与に適切に反映するよう、民間賃金水準との調整を図るため支給されます。
借家等に居住し、一定額を超える家賃などを支払っている職員に支給されます。
公共交通機関等を利用、または交通用具を使用して通勤する職員に支給されます。

扶養手当
地域手当
住居手当
通勤手当
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「
第
６
回 

松
本
市
立
病
院 

病
院
祭
」
を
平

成
25
年
11
月
16
日
（
土
）
午
前
10
時
よ
り
松

本
市
立
病
院
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
す

　

今
年
は
、
「
広
げ
よ
う
元
気
の
輪
‼
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
病
院
か
ら
元
気
を
発
信
し
、

地
域
の
皆
様
か
ら
の
元
気
も
分
け
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
病
院
祭
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

餅
つ
き
や
、
蕎
麦
打
ち
、
旧
波
田
町
出
身

の
芸
人
「
こ
て
つ
」
ラ
イ
ブ
も
あ
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
に
つ
い
て
の
特
別
講
演
や
、
骨
密

度
、
肺
機
能
検
査
、
Ｉ
ｎ
Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
体
験
な

ど
…
病
院
な
ら
で
は
の
体
験
も
準
備
い
た
し

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
お
気
軽
に
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

お
出
掛
け
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

松
本
市
立
病
院

　

電　

話　

０
２
６
３

－

９
２

－

３
０
２
７

　

新
そ
ば
と
地
元
産
の
「
食
」
を
中
心
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
11
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
の
10

時
〜
16
時
に
、
穂
高
神
社
及
び
周
辺
の
特
設

会
場
に
て
、
今
年
初
め
て
開
催
し
ま
す
。

　

安
曇
野
の
美
味
し
さ
が
満
喫
で
き
る
こ
の

二
日
間
は
、
安
曇
野
市
内
の
そ
ば
店
に
よ
る

今
秋
収
穫
し
た
ば
か
り
の
そ
ば
粉
を
使
用
し

た
「
新
そ
ば
」
、
安
曇
野
食
材
盛
り
沢
山
の

「
お
ひ
さ
ま
御
膳
弁
当
」
の
販
売
。
そ
し
て
、

安
曇
野
産
野
菜
の
素
材
の
魅
力
を
引
き
出
し

た
「
や
さ
い
ス
イ
ー
ツ
」
や
「
そ
ば
ス
イ
ー

ツ
」
販
売
の
な
ど
、
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
を
ご

用
意
し
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
米
、
野
菜
、
り
ん
ご
、
果

樹
、
わ
さ
び
、
漬
物
、
お
や
き
、
加
工
品

（
食
品
・
工
芸
品
）
な
ど
の
地
産
に
こ
だ

わ
っ
た
特
産
物
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

　

秋
の
味
覚
を
味
わ
い
に
ぜ
ひ
会
場
に
お
出

掛
け
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

新
そ
ば
と
食
の
感
謝
祭
」
実
行
委
員
会

　
　

事
務
局
（
安
曇
野
市
商
工
会
）

　

電　

話　

０
２
６
３

－

８
７

－

９
７
５
０

◆「
第
１
回
信
州
安
曇
野

　

新
そ
ば
と
食
の
感
謝
祭
」を

　

開
催
し
ま
す���

（
安
曇
野
市
）

◆
松
本
市
立
病
院

　

病
院
祭
開
催
の
お
知
ら
せ

�

（
松
本
市
）

市
村
情
報

2013松本市立病院祭　ポスター 旧波田町出身の芸人「こてつ」
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旧国鉄 篠ノ井線廃線敷（漆久保トンネル）

ガイドブック
「アルプスの風　ゆるり松本エリア」

　

松
本
広
域
連
合
で
は
、
昨
年
度
に
続
き
、

松
本
地
域
８
市
村
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
松

本
地
域
誘
客
促
進
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
首
都
圏
で
も
松

本
地
域
に
足
を
運
び
や
す
い
Ｊ
Ｒ
中
央
線
並

び
に
中
央
自
動
車
道
沿
線
の
東
京
多
摩
地
域

を
中
心
に
誘
客
事
業
を
展
開
す
る
も
の
で
、

観
光
情
報
や
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
掲
載
し
た
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
配
布
、
８
市
村
の
特
産
品
が

当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
８
市
村
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
広

域
的
観
光
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
期
間
】

　

平
成
25
年
９
月
１
日
㈰
か
ら
11
月
30
日
㈯

　

３
ヶ
月
間

【
内
容
】

・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
ゆ
る

り
松
本
エ
リ
ア
」
配
布

・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
特
産
品
プ
レ
ゼ
ン

ト
）
実
施

・
メ
デ
ィ
ア
等
を
活
用
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
Ｐ
Ｒ
の
実
施

・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
実
施

　

松
本
広
域
連
合
で
は
、
松
本
地
域
８
市
村

に
数
多
く
存
在
す
る
歴
史
・
文
化
施
設
、
自

然
等
を
訪
ね
、
郷
土
史
を
学
び
な
が
ら
地
域

の
素
晴
ら
し
さ
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
探
訪
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
２
年
か
ら
実
施
し
、
毎
回
定
員
（
80

名
：
大
型
バ
ス
２
台
分
）
を
大
き
く
上
回
る

人
気
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

37
回
目
の
旅
は
、
６
月
12
日
㈬
に
初
夏
の

安
曇
野
を
巡
り
ま
し
た
。
新
緑
の
美
し
い

「
旧
国
鉄
篠
ノ
井
線
廃
線
敷
コ
ー
ス
」
を
、

「
安
曇
野
案
内
人
倶
楽
部
」
の
ガ
イ
ド
を
交

え
な
が
ら
木
漏
れ
日
の
中
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

し
、
昼
食
は
「
ビ
レ
ッ
ジ
安
曇
野
」
に
お
い

て
旬
の
玉
ね
ぎ
を
た
っ
ぷ
り
使
用
し
た
特
別

メ
ニ
ュ
ー
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
安
曇
野
ガ
ラ
ス
工
房
」
「
田
淵

行
男
記
念
館
」
「
安
曇
野
ジ
ャ
ン
セ
ン
美
術

館
」
「
安
曇
野
ア
ー
ト
ヒ
ル
ズ
」
「
安
曇
野

ワ
イ
ナ
リ
ー
」
等
を
見
学
、
お
帰
り
の
際
に

は
特
産
品
の
「
玉
ね
ぎ
」
を
お
持
ち
帰
り
い

た
だ
く
な
ど
、
初
夏
の
安
曇
野
を
満
喫
し
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
様
に
は
、
日
頃
地
元
に
住
ん

で
い
て
も
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
場
所
も
あ
り
、

ふ
る
さ
と
の
新
た
な
魅
力
が
発
見
で
き
た
と

喜
び
の
声
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
「
ふ
る
さ
と
探
訪
」
は
年
２
回

（
春
・
秋
）
の
予
定
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
も
ふ
る
さ
と
の
魅
力
再
発
見
の
旅
に

で
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
今
年
度
２
回
目
は
10
月
23
日
㈬
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

松
本
地
域
誘
客
促
進
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
お
知
ら
せ

第
37
回
　
ふ
る
さ
と
探
訪
～
安
曇
野
を
巡
る
旅
～
　
を
実
施
し
ま
し
た
。

松
本
地
域
ふ
る
さ
と
基
金
事
業

中央自動車道石川パーキングエリアでのPRイベント
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Vol.16

【
筑
北
村
〜
松
本
市
会
田
】
立
峠

ふ
る
さ
と
の
魅
力
　
再
発
見

立峠石畳

立峠地蔵原石地蔵

立峠からの聖山

　

乱
橋
宿
（
筑
北
村
乱
橋
）
と
会
田
宿
（
松

本
市
会
田
）
を
結
ぶ
立
峠
の
頂
上
で
聖
山
方

面
を
望
む
と
、
こ
れ
か
ら
進
む
善
光
寺
へ
の

道
が
見
え
る
。
こ
こ
は
「
あ
の
山
を
越
え
れ

ば
善
光
寺
平
だ
、
ま
ず
は
こ
こ
で
一
服
」
と

い
っ
た
場
所
で
あ
る
。
こ
の
場
所
に
は
４
軒

程
茶
屋
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ

の
中
で
も
「
み
は
ら
し
や
」
は
一
番
大
き
く
、

当
時
の
旅
行
案
内
に
も
記
さ
れ
て
い
た
。
現

在
も
当
時
の
石
垣
や
井
戸

が
残
っ
て
い
る
。
峠
の
治

安
の
た
め
か
「
み
は
ら
し

や
」
は
十
手
を
預
か
っ
て

い
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い

る
。

  

立
峠
の
峰
か
ら
道
沿
い

に
２
０
０
～
３
０
０
ｍ

下
っ
た
と
こ
ろ
に
地
蔵
原

が
あ
り
、
一
年
中
絶
え
る

こ
と
な
く
清
水
が
湧
き
出

て
い
る
。
こ
こ
に
は
像

高
９
４
㎝
の
石
地
蔵
が

蓮
華
台
上
に
立
っ
て
い

る
。
建
立
は
宝
永
６
年

（
１
７
０
９
年
）
で
、
地

名
は
こ
の
地
蔵
尊
か
ら

と
っ
て
い
る
。

  

地
蔵
原
か
ら
２
０
０
～
３
０
０
ｍ
下
る

と
、
幅
１
・
８
ｍ
、
長
さ
２
０
０
ｍ
の
石
畳

の
小
径
が
あ
る
。
善
光
寺
街
道
の
完
成
は
江

戸
時
代
初
期
で
す
が
、
善
光
寺
信
仰
が
も
っ

と
も
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
、
浄
土
信
仰
が
盛

ん
に
な
っ
た
時
期
と
同
じ
鎌
倉
時
代
か
ら
で

あ
り
、
多
く
の
信
者
達
が
善
光
寺
参
拝
の
た

め
に
こ
の
道
を
通
っ
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ

る
。
石
畳
は
歩
行
を
便
利
に
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
に
急
坂
な
所
で
は
道
そ

の
も
の
の
保
護
の
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
（
天
明
８
年
の
記
録
に
、
将
軍
の
代

替
わ
り
の
度
ご
と
に
巡
見
使
が
や
っ
て
く
る

た
め
、
そ
の
応
対
が
大
変
な
の
で
石
畳
に
し

た
い
と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
す
。
）
今
あ
る

石
畳
は
明
治
期
に
改
修
さ
れ
、
近
年
に
復
元

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

筑
北
村
産
業
課
商
工
観
光
係

　

電
話
：
０
２
６
３

－

６
７

－

２
０
０
２

ま
た
は

筑
北
村
教
育
委
員
会

　

電
話
：
０
２
６
３

－

６
７

－

２
０
６
４
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信州まつもと空港地元利用促進協議会から

～冬期利用促進助成金交付制度のご案内～～冬期利用促進助成金交付制度のご案内～

■助成内容

■助成要件

■申請方法

申込先着６００名

平成26年3月7日㈮

⑴ 路線要件　次の信州まつもと空港発着定期便を往復で利用すること。
① 松本⇒札幌 211便（松本発12:15→札幌着13:45）　　② 札幌⇒松本 212便（札幌発14:15→松本着16:00）　　
③ 松本⇒福岡 203便（松本発16:30→福岡着18:20）　　④ 福岡⇒松本 202便（福岡発10:25→松本着11:50）
※ 空港発着時刻は、平成25年10月27日～平成26年３月29日の運航ダイヤです。

⑵ 発券要件　個人券であること。（団体券は対象外となります。）

⑴ 搭乗後、代表者が所定の申請用紙に搭乗を証明できるもの（名前の入った申請する人数分の搭乗券）を添付して、
　 次の協議会事務局にお申し込みください。

⑵ 次の協議会加盟の旅行代理店で航空券類を購入した場合

■お問い合わせ
信州まつもと空港地元利用促進協議会事務局
〒390-0874　松本市大手3-8-13　松本市役所観光温泉課内　TEL 0263-34-8307
※ お問い合わせは、平日（土日、祝日を除く）の8時30分～17時の間にお願いします。

搭乗後、代表者が所定の申込用紙に搭乗券を添付して、お買い求めいただいた旅行代理店にお申し込みください。
旅行代理店から規定の助成金をお支払いします。
※ 詳しくは協議会加盟旅行代理店にお問い合わせください。

⑶ 住所要件　次のいずれかに該当すること。
① 松本市・塩尻市・大町市・安曇野市・池田町・筑北村・麻績村・生坂村・山形村・朝日村・松川村・白馬村・小谷村
  （以上４市１町８村）にお住まいの方
② 上記の市町村区域内に通勤又は通学する方　　　

⑷ 人数要件　前項までに該当する者が２名以上いるグループ等であること。（ただし、有償旅客者に限る。）

※ 助成金は、以下の全ての要件を満たしているとき、要件を満たしている人数分交付されます。

2名以上でご利用の場合……１名あたり往復５，０００円

平成25年11月1日㈮～平成26年2月28日㈮
（注意）期間内であっても600名に達した時点で終了とさせていただきます。

● 〒390-0874 松本市大手3-8-13 松本市役所観光温泉課内 TEL 0263-34-8307
● 〒399-0786 塩尻市大門7-3-3 塩尻市役所ブランド観光課内 TEL 0263-52-0280
● 〒398-8601 大町市大町3887 大町市役所観光課内 TEL 0261-22-0420
● 〒399-8303 安曇野市穂高6658 安曇野市役所観光課内 TEL 0263-82-3131

● ＪＴＢ中部松本支店 TEL 0263-35-3311 ● 日本旅行松本支店 TEL 0263-34-5555
● トップツアー松本支店 TEL 0263-36-3535 ● 近畿日本ツーリスト松本支店 TEL 0263-35-0386
● 農協観光松本支店 TEL 0263-51-0250 ● 長野トラベル松本支店 TEL 0263-28-8211
● アルピコ観光サービス松本支店 TEL 0263-32-0751

注意
事項

　⑴　窓口での申請のみとなり、郵送による申請はできません。
　⑵　団体券は対象外となります。（申請には個人名の入った搭乗券が必要です。）
　⑶　搭乗券を紛失した場合は、搭乗証明（信州まつもと空港の搭乗カウンターで発行）を添付してください。
　⑷　旅行の取消しや欠航の場合は、助成の対象となりません。
　⑸　片道が欠航した場合は欠航証明書を添付してください。片道分の2,500円が対象となります。

対 象 人 数

対象となる搭乗期間

申 請 期 限

助 成 金 額

信州まつもと空港地元利用促進協議会では、冬期のさらなる空港利用促進を図ることを目的に、
期間内2名以上のグループ等で信州まつもと空港を往復で利用した方に助成金を交付します。
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松本広域消防局からのお知らせ
火災協力者消防長表彰について

　平成25年度は、火災協力者消防長表彰を４回行い（10月1日現在）、感謝状を贈呈しました。
　通りがかりの人と近所にお住まいの皆さんが協力し、発見、通報、初期消火を行った事例、日ごろからご近所同
士顔の見える関係を維持していたことが、逃げ遅れ者の救出に繋がった事例など、火災による被害を最小限にとど
め、住民の安全に寄与し、他の模範となることから、感謝状を贈呈したものです。

25年4月15日表彰

25年7月25日表彰

25年5月29日表彰

25年8月20日表彰

発生日：25年3月16日　　発生場所：塩尻市
協力の内容：発見・初期消火
受章者：吉江政英さん・橋詰晃一さん

発生日：25年6月1日　　発生場所：松本市
協力の内容：発見・通報・初期消火・救出
受章者：山田治雄さん・矢満田賢さん・矢満田恵三さん
　　　　青栁茂さん・矢満田保江さん・矢満田征子さん

発生日：25年4月27日　　発生場所：安曇野市
協力の内容：発見・通報・初期消火
受章者：宮瀬やよいさん・宮瀬正子さん・宮瀬悟さん
　　　　大谷安生さん・手塚一さん・赤澤剛士さん

発生日：25年7月18日　　発生場所：塩尻市
協力の内容：発見・通報・初期消火
受章者：都筑正次さん・山口和男さん

　松本広域消防局管内の住宅用火災警報器の設置率は消防庁推計値で74.6％です。
（平成25年６月１日現在）
　新築住宅は平成18年から設置が義務付けられて７年が経過、また、既存住宅は
平成21までの設置期限から4年が経過しています。住宅用火災警報器は設置した後
も、有効に機能するか確認する必要がありますので、半年に一回は、次の点検等を
行ってください。
１　作動点検	 ご自分で点検することができます。説明書に従って行ってください。
２　掃除	 ほこりやクモの巣が付くと煙を感知しにくくなります。掃除を行ってください。
３　交換期限	 交換期限のあるものは、本体を交換してください。
４　電池残量	 電池残量が少なくなると音やランプの点滅で知らせます。残量が少ない場合は電池を交換してく

ださい。

住宅用火災警報器の維持・管理
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　平成25年８月22日、広島県広島市の旧広島
市民球場跡地において、全国767消防本部から
地区大会を勝ち抜いた延べ971名の救助隊員が
参加し、第42回全国消防救助技術大会が開催
されました。
　松本広域消防局からは、個人種目と団体種目
に出場し、両種目とも上位入賞を果たしました。
大会結果等
○はしご登はん（個人種目）
タイム14秒９（標準タイム24秒）・
52名出場中８位入賞

自己確保の命綱を結索した後、垂直はしごを15ｍ登はんするもので、災害時には建物への進入等消防
活動には欠かせない訓練です。

○ロープブリッジ救出（団体種目）
タイム53秒（標準タイム75秒）・28チーム出場中11位入賞

３人１組で、水平に展張された20ｍのロープを渡り対面する塔上に進入し、要救助者１名をロープに吊り
下げて救出するもので、災害時には隣の建物等から進入して、要救助者の救出をするための訓練です。

　平成25年８月に豊科消防署に最新型の水難救助用船
外機付ボート２艇を導入配備しました。	
　麻績村の聖湖や安曇野市の犀川などで関係者の皆さ
んの協力を得て訓練を実施しました。
　今後も安全・迅速・確実な水難救助活動に対応して
まいります。

　防油堤とは、ホームタンクが破損した場合など、灯油が地面などに漏れ出さないための受け皿です。
○松本広域連合火災予防条例により、灯油を200リットル以上貯蔵でき
るホームタンクには防油堤を設置する必要があります。
○灯油をポリタンクなどに小分け中、その場を離れ、あふれさせてしま
う事故が起きています。
○灯油をあふれさせると、土壌や河川の汚染など重大な被害を引き起こ
すことがあります。

ホームタンクからの灯油もれを防ぐためには
①防油堤を設置する！
②小分け中は絶対にその場を離れない！
③小分け後は必ずバルブを閉めて確認する！

全国消防救助技術大会で上位入賞

▲ロープブリッジ救出

◀聖湖での水難救助訓練

水難救助用船外機付ボート２艇を配備

ホームタンクに防油堤を設置しましょう！！灯油は危険物です！
ぼう ゆ てい
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救急出場状況� 平成２5年８月末現在
　松本広域消防局管内における、８月末現在の救急出場件数

は、10,934件となっており、前年同期と比較して、269件

（2.5％）の増加となっています。

　種別では、急病によるものが7,034件と最も多く、全体の約

65%を占めています。

　また、６月から８月までの３ヵ月で、熱中症の疑いで搬送さ

れた方は104人で、前年同期と比較して、31人減少しています。

※　11月９日から11月15日まで、全国一斉に秋の火災予防運動が実施されます。

　　家庭や職場でも「火の用心」を心がけ、火災のない街づくりにご協力ください。

※　これから徐々に寒くなり、暖房器具などを使用する機会が増えます。ストー

ブに給油するときは必ず火を消してから給油しましょう。

　　また、本年はたき火、枯草焼きによる火災が多く発生しております。風の強

い日は、火を焚かないでください。

　積極的に応急手当講習会を開催するなど、救命への取り組

みが模範的な事業所や団体等に対し、以下のとおり表彰状を

贈りました。

■ あさま温泉　敬老園　様

■ 芳川地区健康づくり推進委員会　様

■ 長野県松本養護学校　様

■ 松本ビルディング　様

■ 東京電力㈱ 松本電力所梓川制御所　様

★応急手当普及啓発優良事業所表彰★

◆市村別救急出場件数◆

市村別
松 本 市
塩 尻 市
安曇野市
麻 績 村
生 坂 村
山 形 村
朝 日 村
筑 北 村
高速道等
合　計

件数
6,273
1,567
2,404
139
45
178
87
185
56

10,934

◆事故種別の救急出動状況◆

事故種別
急 病
一般負傷
転院搬送
交通事故
自損行為
運動競技
労働災害
火 災
そ の 他
合　計

件数
7,034
1,474
1,093
917
130
87
69
60
70

10,934

秋の火災予防運動実施
「消すまでは  心の警報  ONのまま」

 （平成25年度全国統一防火標語）
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この広報紙は再生紙を使用しています。

「119番」通報時の注意点！

あわてて電話を切らない！

通報は場所の特定が重要です！

１１９番は緊急専用です！！
救急当番医・災害情報を知りたいときは

指令員の質問に落ち着いて答えることが最も効率の良い通報
です。通報中でも消防車や救急車は出動します。

固定電話からの１１９番通報は、携帯電話より早く場所の特定が
できます。携帯電話からの通報で場所がわからない場合は、
近くの目標物（建物や交差点など）を教えてください。

最新の災害情報及び救急当番医情報をＦＡＸで入手できます。

①案内の番号へダイヤル　②約30秒後に【♯⇒１】を押す

③約15秒後に【受信スタート】を押す　④受話器を置く

自動音声による救急当番医、火災情報等の案内です。

松本広域消防局

松本市医師会
検索

電話による案内　　０２６３－３５－９１１１

ＦＡＸによる案内　０２６３－２８－９８９８

ホームページによる案内

携帯電話はＱＲ

コードからアクセス！


